
学校番号 1007 

平成 31年度 音楽科 

 

教科 芸術 科目 声楽 単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 コンコーネ中声用（全音楽譜出版）他 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自分の個性や感情を最も表現できる楽器[声]。それは磨けば光る自分だけの宝物です。正しい発声、

美しい発音を練習して聞く人の心に届く[歌]を歌えるようになりましょう。歌はいつも自分のそば

にある一生の友達です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

歌うときの基本姿勢、呼吸、発音、フレージングなどを学習し、自分の声で歌の情景が表現できる

能力を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

 

楽曲に関心を持ち、歌

の世界を主体的に表

現しようとする。 

 

 

 

 

メロディー、歌詞など

をよく知覚し、どのよ

うに歌うか、表現意図

を持っている。 

自分の気持ちやイメ

ージを表現するため

の技能を身につけ、

創造的に表してい

る。 

 

 

 

お互いの声や歌をよ

く聴き、それぞれの

表現のよい所を味わ

って聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

発表 

観察 

発表 

観察 

発表 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 

１
学
期 

歌
う
た
め
の
基
本
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う 

歌う姿勢の確立 

呼吸法 

発声、発音 

音程のとり方 

 

発声教本[コンコーネ] 

斉唱 

２部合唱 

混声３部合唱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:歌う、表現する意欲を持って

主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:歌詞やメロディーの流れを

よく理解し、声で表現しようと

する意図を持っている。 

c:呼吸、発声、音程のとり方な

どの歌う技術を身につけてい

る。 

d:他人の歌、他人の声をよく知

覚し、その表現を味わいながら

聴いている。 

観察 

発表 

２
学
期 

声
の
世
界
を
広
げ
よ
う 

混声３部合唱 

同声３部合唱 

少人数のアンサンブル 

 

ポップスのアレンジ曲 

オリジナルのコーラス曲 

 

○ ○ ○ ○ a:１学期に同じ 

b:１学期に同じ 

c:１学期に同じ 

d:１学期に同じ 

観察 

発表 

 

３
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
表
現
を
し
よ
う 

混声３部合唱 

少人数アンサンブル 

二重唱、三重唱 

独唱 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:１学期に同じ＋より深いと

ころを表現しようとして取り

組んでいるか。 

b:１学期に同じ＋曲全体の構

成を意識して歌おうとしてい

るか。 

c:１学期に同じ＋より正確な

技術を身につけているか。 

d:１学期に同じ 

観察 

発表 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


